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めざす学校像
●安心・安全な学校
●生徒がつくる学校生活
●生徒が主役の授業
←『学びに向かう力』『創造する力』

言語能力の育成



R3 全国学力・学習状況調査の検証をいかし今後の授業づくり

♥先生たちも学力が上がるように研修しています。







R2年度とR３年度との比較

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

国語 数学

『書くこと』以外は前年度に比べて
下がっている。

『資料の活用』は変わらず，それ以外の領域は
上がっている。



問題形式に応じての無回答率の状況

選択式

短答式

記述式 記述式

短答式

選択式

国語 数学

無回答の大半は記述式の問題である。



国語

●話合いの話題や方向を捉えて，話す内容を
考える

●文章に表れているものの見方や考え方を捉え，
自分の考えをもつ

●伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように
書く

内容を捉えて自分の考えを効果的に伝わるように
書くことが苦手。



数学

●数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の
特徴を数学的に説明することができる。

●データの傾向を的確に捉え，判断の理由を
数学的な表現を用いて説明することができる。

●平行四辺形になるための条件を用いて，四角形
が平行四辺形になることの理由を説明すること
ができる。

数学的な表現を用いて説明することが苦手。



数学 数学的に表現することが苦手。

∠ARG，∠ASGのそれぞれの
大きさは変わらない



【全国学力・学習状況調査に向けて（５か条）】

第１条 自分の考えをしっかりと書きましょう。無回答はダメ！

第２条 記述式に強くなりましょう。書くことを大切に！

第３条 各教科の用語をしっかりと覚えましょう。

第４条 問題に取り組むときは答えよりも,なぜそうなるのかの
プロセスを大切にしよう。

第５条 毎日の授業を大切にしましょう。


